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論文及び審査結果の要旨 

金属材料の塗装下地に用いられる表面処理は，化学反応を利用したりん酸亜鉛処理が長

年使用されてきた。しかし，りん酸亜鉛処理は近年の環境規制強化により，代替として，ジ

ルコニウム系化成処理の開発が始まった。しかし，ジルコニウム系化成処理皮膜（以下，ジ

ルコニウム系皮膜又は皮膜と略す）の多くは，その膜厚が数 nm～数十 nm であり，従来の

りん酸亜鉛皮膜の百分の一程度の極薄膜である上，りん酸亜鉛皮膜と違ってアモルファス

であることから，皮膜を構成する化合物組成やその種類，及び皮膜内部での分布など，皮膜

の微細構造については十分な知見が得られていない。そこで本論文では，金属表面に析出し

たジルコニウム系皮膜の微細構造を明らかにすることを目的として，無機皮膜と無機有機

複合皮膜の 2 種類を作製し，皮膜内部の分析を行った。本論文は 6 章で構成されており，

第 1 章では研究背景及び研究目的を説明している。第 2 章ではジルコニウム系化成処理皮

膜の作製について述べている。第 3 章では，FE-SEM 及び TEM による観察に基づき分析・

議論している。従来，皮膜析出や素材との化学反応などから推測していたジルコニウム系化
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成処理皮膜の複雑な界面構造を，実験的に明らかにすることができた。第 4 章では XPS に
よるジルコニウム系化成処理皮膜の分析について述べている。皮膜の化学結合状態を含む

微細構造について詳細に分析した結果，ジルコニウム系皮膜は酸化物だけではなく，その他

の化合物も共存していることが明らかになった。第 5 章では XANES によるジルコニウム

系化成処理皮膜の分析について述べている。無機皮膜と無機有機複合皮膜の違いを考察し

得るデータが得られ，両者の微細構造や膜質の違いを明らかにすることができた。第 6 章

では総括と今後の展望を述べている。 

以上の内容は博士論文として十分な価値を有しており，博士（工学）の学位論文としてふ

さわしいと判断し，合格と判定した。 

 


